
１月３０日 「大寒から立春へ 
－寒さの中で栄養をたくわえよう－」 

 

季節を表す言葉には、１年を４つに分け、春・夏・秋・冬と表すこ

とは皆さんも良く知っていると思います。 

では、１年を 15 日ごとに 24 に分けて、季節を表す言葉を知って

いますか。前にも話したことがありますが「24 節季」と言います。

その 24 節季の最後が 1月 20 日の「大寒（だいかん）」です。大寒は

漢字の意味の通り、厳しい寒さ、一年の中でも一番寒いことを表して

います。先週も全国的に大雪が降り、今週も寒い日が続きます。 

その寒さの中でも、桜野小の子供たちは外遊びをしたり、大繩の跳

び方を練習したりして体を鍛えていますね。えらいと思います。 

そして、大寒が終わり、次の 24 節季は、24 節季の始まりにあたり

ます。今週の２月４日で「立春（りっしゅん）」で「春」のスタート

とされています。立春の前の日、２月３日は何の日か知っていますか。

そうです「節分」です。ちょうど、冬から春の季節に向かって、季節

の分かれ目ということで「節分」と言われています。節分ではどんな

行事がありますか。そうですね、「豆まき」です。「鬼は外、福は内」

と掛け声を上げて豆をまきます。災いを追い払い、幸福を呼び込もう

という意味が込められています。今年こそ、新型コロナウイルスの災

いを追い払い、健康と笑顔が溢れる幸福をみんなの力で呼び込みま

しょう。 

まだまだ厳しい寒さは続きますが、校庭の木を見てみると、枝の先、

木の芽が膨らんできています。春に向けて寒さに耐えながら準備を

しています。皆さんも、４月の進級、進学に向けて心・頭・体の栄養

を蓄えて、準備をしていきましょう。そのために、自分のめあてを振

り返り、改めて２月からスタートしていきましょう。 


